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献 血 後 の 注 意 事 項献 血 い た だ く 前 に

献血される方の安全と患者さんが安心して輸血を受けられるよう、受付確認票に記入する前に、
「お願い！」パンフレットが渡されます。輸血を受ける患者さんに安全な血液を届けるため、
また、自分自身が安全に献血するため、熟読してください。

献血いただく前に

■お名前、生年月日、住所、電話番号などは正確にお書きください。

■ご本人の確認のため、運転免許証などの提示をお願いします。

■問診項目には正確にお答えください。事実と異なる回答をされた場合、輸血を受けた患者さんに
　深刻な状況をもたらす場合があります。

■プライバシーは厳守いたします。

■献血後に高所作業や激しいスポーツ、自動車の運転等をされる方は献血前にお知らせください。
　（特に乗り物の運転をされる方は、献血後に十分な休憩（30 分以上）を取っていただきます。）

■献血後の副作用（気分が悪くなるなど）の予防のため、献血前に水分（スポーツドリンクなど）を補給してください。

●献血前に

●献血時は
■200ml・400ml 献血では 10 分から 15 分程度、成分献血では体重等に応じて採血する量（上限 600mL まで）

　が異なりますので、40 分から 90 分程度の採血時間がかかります。

■血圧や血液の濃さ（ヘモグロビン）を事前に測定します。

■採血針や採血バッグなどは、一人ずつ使い捨てとなっています。

●採血副作用と注意
採血に伴う副作用が生じることがあります。
採血中や採血後に、気分不良、吐き気、めまい、失神などが約 0.9％（1/100 人）、針を刺すことによる皮下出血が
約 0.2％（1/500 人）、神経損傷（脱力や痛み）が約 0.01％（1/10,000 人）程度の頻度で発症します。また、失神
に伴う転倒がまれに発生する場合があります。

■採血針を刺した箇所に針跡が残ることがあります。

■針を刺した時に、強い痛みがある場合や痛みがいつまでも続く場合は、すぐに職員にお知らせください。
　また、皮下出血等も我慢せずにお知らせください。

■採血中に気分不良やめまいを起こした場合は、すぐに職員にお知らせください。また、採血後に同様の症状を
　起こした場合は転倒を防止するために、すぐにしゃがむか横になってください。

■献血によって健康被害が生じた場合、医療費等を補償する献血者健康被害救済制度がもうけられています。
　くわしくは、血液センター職員にお尋ねください。

●献血いただいた血液は
■ごくまれに献血いただいた血液が採血装置などの不具合・不良により輸血に使用できなくなることがあります。

■次の検査を実施し、すべてが輸血に適すると判断された場合のみ輸血に使用します。

　・血液型（ABO 型、Rh 型）、不規則抗体、梅毒、B 型肝炎ウイルス、C 型肝炎ウイルス、エイズウイルス、　
　　HTLV-1（ヒト T 細胞白血病ウイルス -1 型）、ヒトパルボウイルス B19、ALT（肝機能）

■必要により、赤血球型、白血球型（HLA 型）、血小板型や血漿蛋白の遺伝子検査を行う場合があります。
　なお、その他の遺伝子検査が必要な場合はあらかじめご本人の承諾を得て行います。

■献血いただいた血液の一部は、輸血副作用・感染症などの調査のために少なくとも 11 年間冷凍保管しています。

■献血いただいた血液は、血液製剤の有効性・安全性の向上と検査法の向上のための研究や、安全な輸血のための
　検査試薬の製造など、輸血用以外の目的に有効活用させていただくことがあります。

献血いただく前に、これをよく読んでいただき、了解された上でご記入いただきます。

気分が悪くなったり、めまいを感じたら、
すぐにしゃがむか、横になってください。
また、腕の痛みなど何か心配な時は、
直ちに血液センターまで連絡してください。

エレベーター・階段など 水分補給 休憩

エレベーターや階段などを使用す
る際には、特に注意してください。

水分を十分補給してください。 自動車などの運転をする時は、十分
な休憩をとってください。

注意！

採血中や採血後、まれにめまいや皮下出血などの副作用が発生することがあります。
これら副作用から身体を守るため、次のお願いを守ってください。

※副作用発生率　気分不良・吐き気・めまい・失神など：約0.9％　皮下出血：約0.2％、神経損傷（脱力や痛み）：約0.01％

身体への負担

重い荷物を持ったりして、腕に力を
入れすぎないよう注意してくださ
い。また、針の跡をもんだり、こすっ
たりしないでください。
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スポーツ

献血当日の激しいスポーツは避けて
ください。

採血による副作用から身を守るため、熟読し記載内容について注意してください。
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採 血 基 準ご 理 解 を お 願 い し ま す

少しでも献血に触れ合っていただけるように・・・

高校での集団献血が、その後の献血への動機付けとなるか

高校

大学・専門学校・各種学校

職場

献血バス（上記以外）

血液センター・献血ルーム

高校生に対する献血推進が重要です。

①　少子高齢社会では、血液製剤の需要が増大するとともに、献血可能人口は減少します。血液製
剤は医療に無くてはならないものですので、血液が足りなくなって患者さんに届けられない、と
いう事態はどうしても避けなければなりません。
　そのため、これからの社会を支える若年層の献血者をいかに増やすかが喫緊の課題となってい
ます。

②　厚生労働省が献血経験者を対象に実施した調査では、多くの人（特に、初回献血が高校だった
人）が「高校での献血がその後の献血への動機付けに有効」と考えていることがわかりました
（下図参照）。

Q.

初めて献血
した場所

　献血バスが出向いて実施された高校
献血は昔、実施率が約6割ととても盛
んに行われておりましたが、徐々に減
少し続け、現在では2割程度にまで落
ち込んでいます。
　この高校献血の減少によって、学生
たちは献血に触れ合う機会自体が減っ
てきています。
　献血については、平成21年7月に改訂された「高等学校学習指導要領解説／保健体育編」に「献
血の制度があることについても適宜触れる」ことが追記され、平成25年度から高等学校の授業で触
れられる環境が整いました。
　献血受入を行っている日本赤十字社では、献血のきっかけづくりや、将来にわたって献血にご協
力いただくための取組として、学校に出向いての「献血セミナー」（スライド・映像やパンフレッ
トを用いた学習講座）を積極的に実施しております。
　詳しくは、最寄りの血液センターへお問い合わせください。

採 血 基 準※１

全血献血

200ml献血

200ml 400ml 600ml以下（体重別）

400ml献血 血漿成分献血 血小板成分献血

献血の種類

1回採血量

年 齢 16歳～69歳

男性45kg以上
女性40kg以上

男性6回以内
女性4回以内

男性3回以内
女性2回以内

血小板成分献血1回を2回分に換算して
血漿成分献血と合計で24回以内

200ml献血と400ml献血を合わせて
男性1,200ml以内、女性800ml以内

男性45kg以上
女性40kg以上

男女とも
50kg以上

男女とも4週間後の同じ曜日から

男女とも8週間後の同じ曜日から男性は12週間後、女性は16週間後の
同じ曜日から

男女とも2週間後の同じ曜日から

男性17歳～69歳女性18歳
18歳～69歳

体 重

最高血圧 90mmHg以上

血色素量
（ヘモグロビン濃度）

男性
12.5g/dl以上
女性
12g/dl以上

12g/dl以上

男性
13g/dl以上
女性
12.5g/dl以上

12g/dl以上
（赤血球指数が標準域に
ある女性は11.5g/dl以上）

血小板数 15万/μl以上

１年に採血できる回数

１年に採血できる総採血量

項目

成分献血

※１　採血基準は、献血にご協力いただける方の健康を保護するために、国が定めたもので、採血の実施は、医師が問診結果等を踏まえて総合的に
判断します。

※２　65歳から69歳までの方は、60歳から64歳までに献血の経験がある方に限られます。
※３　期間の計算は採血を行った日から起算します。
※４　１年は52週として換算します。

※2 ※2
男性18歳～69歳
女性18歳～54歳

※2※2

（ 献 血 の 間 隔 ）※5
全血献血

200ml献血

200ml献血

血漿成分献血

血小板成分献血

400ml献血

400ml献血

血漿成分献血 血小板成分献血

今回の献血

前回の献血

成分献血

※５　期間の計算は献血を行った日から起算します。
※6　血漿を含まない場合には、１週間後に血小板成分献血が可能になります。ただし、４週間に４回実施した場合には次回までに４週間以上あけてください。

※6

次の者からは採血しない
　①妊娠していると認められる者、又は過去6ヵ月以内に妊娠していたと認められる者
　②採血により悪化するおそれのある循環器系疾患、血液疾患、その他の疾患にかかっていると

認められる者
　③有熱者その他健康状態が不良であると認められる者
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※3※4

※3※4

高校献血の実施率
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